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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】１枚のテンプレートのみで、各種デザインの他
、波型状の線等をも描画、あるいはエンボス加工するこ
とを可能としたテンプレートを提供する。
【解決手段】プレート本体２と、プレート本体２の任意
の箇所を任意の形状に切り欠いて形成した貫通孔３とを
具備するテンプレート１において、プレート本体２の周
縁部４を、互いに異なった形状の波型に形成したことを
特徴としており、貫通孔３を用いることにより、カード
等に貫通孔３と同様のデザインを描き、あるいは貫通孔
３と同様のエンボス加工することを可能にするとともに
、周縁部４の波形を用いることにより、カード等に波線
のデザインを描き、あるいは波線のエンボス加工を施す
ことを可能にし、これにより、雲形定規等を別途用意す
ることなく、１枚のテンプレートのみで、様々なデザイ
ンを描画し、あるいはエンボス加工を施すことを可能に
した。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　プレート本体（２）と、
　該プレート本体（２）の任意の箇所を任意の形状に切り欠いて形成した貫通孔（３）と
、を具備するテンプレート（１）において、
　前記プレート本体（２）の周縁部（４）を波型に形成したことを特徴とするテンプレー
ト。
【請求項２】
　前記プレート本体（２）の周縁部（４）に形成した波型形状を互いに異なった形状の波
形としたことを特徴とする請求項１に記載のテンプレート。
【請求項３】
　前記プレート本体（２）が樹脂製であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載
のテンプレート。
【請求項４】
　前記プレート本体（２）が金属製であることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載
のテンプレート。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案はテンプレートに係り、より詳しくは、周縁部を各種の波型形状にし、これによ
り、テンプレートに形成した貫通孔の他に、周縁部においても各種デザイン等を描くこと
を可能にしたことを特徴とするテンプレートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、いわゆるホビー等の分野においては、市販されているものではない自分独自
のバースデーカード、クリスマスカード、その他のカードを作ることが行われており、こ
のカード作成の方法としては、動物、花等の好みの形状とした紙をカードに貼り付けるこ
とのほかに、バースデーカード、クリスマスカード、その他のカード等にワンポイントの
デザインを施すことが行われており、あるいは、カード自体にエンボス加工を施すことも
行われている。そしてこのような、各種デザインの紙の作成、エンボス加工の際には一般
的に、テンプレートが用いられている。
【０００３】
　ここで、このテンプレートについて説明すると、図３はこの従来のテンプレートを説明
するための図であり、図において３１が従来のテンプレートである。
【０００４】
　そして、この従来のテンプレート３１は、樹脂等の素材により形成されたプレート本体
３２と、このプレート本体の任意の箇所を任意の形状に切り欠くことにより形成した貫通
孔３３とを備えており、図においては丸形、四角形、三角形、ハート形および星形とした
貫通孔３３を形成している。
【０００５】
　そして、このテンプレートを用いて紙等にデザイン等を描く場合には、描画対象となる
紙の上にテンプレート３１を載置して、その状態で、ペン等を、前記貫通孔３３のエッジ
に沿って紙上で移動していく。
【０００６】
　そうすると、紙上に貫通孔３３の輪郭と同等のデザインを描くことができるので、この
デザイン部分を切り取ってカード等に貼り付け、あるいは、カード自体の上にテンプレー
トを載置して貫通孔３３のエッジに沿ってペン等を移動することで、カードに任意のデザ
インを描くことが可能となる。
【０００７】
　また、図４はエンボス加工用のテンプレート４１を示す図であり、このエンボス加工用
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のテンプレート４１では、プレート本体４２に、デザイン形状の貫通孔４３が形成されて
おり、図４においては、全体として熊のデザインとなるように、頭部分４３ａ、耳部分４
３ｂ、腕部分４３ｃ、足部分４３ｄ等を構成する貫通孔４３が形成されている。そして、
このテンプレート４１を用いてカード等にエンボス加工を施す場合には、プレート本体３
２上に比較的厚めの紙を重ね合わせ、その状態で、金属等の硬い素材で形成するとともに
先端を丸めた芯を有するエンボス加工用ペンを用いて、芯によって、前記貫通孔４３の輪
郭に沿って紙を押圧していく。
【０００８】
　そうすると、前記紙の裏面には、前記貫通孔４３の外形状に沿ったエンボス加工ができ
るため、このエンボス加工された部分を上にするとともに、適宜このエンボス加工された
部分に色づけをして、この紙をバースデーカード、クリスマスカード等に貼り付けること
により、バースデーカード、クリスマスカード等にワンポイントのデザインを施すことが
可能となる。または、前記紙の代わりにバースデーカード等を用いることにより、カード
自体にこのような加工を施すことも可能となる。
【特許文献１】実用新案登録第３１０５７４６号公報
【特許文献２】実開平６－３６８９６号公報
【特許文献３】実開平５－４６４９５号公報
【特許文献４】実開昭６３－１６６４８８号公報
【特許文献５】実開昭６３－１４８４９４号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００９】
　ところで、従来のテンプレートでは、貫通孔の形状と同等のデザインを描画することが
でき、また、外形が直線状となっているために、この外形に沿ってペン等を移動すること
で長い線を描くことはできるが、例えば波型、凹凸型等の直線状ではない線を描くことは
できなかった。
【００１０】
　そのために従来は、波型や凹凸形状の線を描く場合や湾曲状の線を描く場合には、テン
プレートの他に、例えば雲形定規等を別途に用意する必要があり煩わしさに耐えなかった
。
【００１１】
　また、従来のテンプレートでは外形が直線状になっていたために、例えばカード等にエ
ンボス加工を施す場合には、波型等の線状のエンボス加工を施すことは不可能であった。
【００１２】
　そこで、本考案は、１枚のテンプレートのみで、貫通孔と同等の各種のデザインの他、
波型状の線等をも描画、あるいはエンボス加工することを可能としたテンプレートを提供
することを課題としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本考案のテンプレートは、プレート本体と、該プレート本体の任意の箇所を任意の形状
に切り欠いて形成した貫通孔と、を具備するテンプレートにおいて、前記プレート本体の
周縁部を波型に形成したことを特徴としている。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案のテンプレートでは、プレート本体の周縁部を波型に形成しているために、この
周縁部を用いることにより、各種の波形線のデザインをカード等に施すことが可能となる
。
【００１５】
　従って、本考案のテンプレートを用いることにより、波形等を描くための専用の定規を
用意することなく、１枚のテンプレートのみで、貫通孔と同等の各種のデザインの他、波



(4) JP 3145522 U 2008.10.9

10

20

30

40

50

型状の線等をも描画、あるいはエンボス加工することが可能となる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本考案のテンプレートでは、樹脂、真鍮（金属）等の比較的硬い素材よりなるプレート
本体を備えており、このプレート本体は、プレート本体を任意の形状に切り欠いて形成し
た貫通孔を具備している。そして、前記プレート本体の周縁部は、波型に成形している。
【００１７】
　ここで、前記プレート本体の周縁に形成した波型形状は、互いに異なった形状とすると
よく、例えば、なだらかな波形、細かい波形、鋭角波形、あるいは凹凸状の波形にすると
よく、これにより、様々な波形を１枚のプレートで描くことが可能となる。
【実施例１】
【００１８】
　本考案のテンプレートの実施例について図面を参照して説明すると、図１は本実施例の
テンプレートを示す正面図であり、図において１が本実施例のテンプレートである。
【００１９】
　そして、本実施例のテンプレートでは、プレート本体２を備えている。即ち、図におい
て２がプレート本体であり、本実施例においてこのプレート本体２は、樹脂製の板状体と
している。但し、必ずしも樹脂製にする必要はなく、その他、例えば、真鍮製、その他の
金属、厚紙等でプレート本体２を形成してもよい。
【００２０】
　次に、前記プレート本体２には任意の形状の貫通孔が形成されている。即ち、図におい
て３が貫通孔であり、本実施例において前記貫通孔３は、前述の従来例と同様に、それぞ
れ寸法の異なる、丸形、四角形、三角形、ハート形および星形としている。そしてこれに
より、このテンプレート１を各種の紙、カード等の上に載置して、ペン等を貫通孔３のエ
ッジ部分に沿って移動することで、各種の紙、カード等の上に、前記貫通孔３と同等のデ
ザインを描くことが可能となる。
【００２１】
　なお、本考案において前記貫通孔３の形状は、丸形、四角形、三角形、ハート形および
星形には限定されず、その他、様々な形状としてよく、また文字等の形状としてもよい。
【００２２】
　次に、本実施例において前記プレート本体２の周縁部４は、各種の波形に加工しており
、これにより、この波形に加工した周縁部４を用いることで、紙、カード等に波形の線を
描くことを可能としている。即ち、本実施例においては、前記プレート本体２の周縁部４
の４辺はそれぞれ、なだらかな波形、細かい波形、鋭角的な波形、及び凹凸状の波形に加
工しており、この４辺を用いて、この波形のエッジに沿ってペン等を移動することで、紙
、カード等に波形と同等のデザインを描くことが可能となる。
【００２３】
　次に、このように構成される本実施例のテンプレートの使用方法について説明すると、
本実施例のテンプレート１で紙、カード等にデザインを描く場合には、紙、あるいはカー
ドの上に本実施例のテンプレート１を載置して、所望する貫通孔３を選び、その貫通孔３
のエッジに沿って、ペン等を移動し、それにより紙、カード等に、選んだ貫通孔３と同等
のデザインを描く。
【００２４】
　そして更に、波形の線を描く場合には、描きたい波形の線を周縁部４から選んで、この
選んだ波形に沿ってペン等を移動する。そうすると、紙、カード等に所望する波形の線を
描くことが可能となる。
【００２５】
　従って、本実施例のテンプレート１を用いることにより、テンプレート本体２に形成し
た貫通孔３のデザインの他に、各種の波線を描くこともでき、テンプレートの他に線用の
雲形定規等を用意する必要が無くなった。
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【００２６】
　なお、図においては、前記プレート本体２の周縁部４の４辺を、なだらかな波形、細か
い波形、鋭角的な波形、及び凹凸状の波形に加工した場合を示しているが、波形の形状は
必ずしもこの形状には限定されず、その他の波形に加工してもよい。従って、例えば半円
形状を互いに上下逆になるようにして連続して形成した波形等にしてもよい。
【００２７】
　また、前述の説明では、テンプレートを用いて紙、カード等にデザインを描く場合を説
明したが、本考案のテンプレートはこのようなデザインを描く場合のテンプレートに限定
されるものではなく、その他、紙、カード等にエンボス加工を施すために用いることもで
きる。
【００２８】
　例えば、図２はエンボス加工用の本考案のテンプレート１１であり、この図２に示すテ
ンプレート１１では、前述のテンプレート１と同様に、樹脂製、あるいは真鍮その他の金
属製の平板状のプレート本体２を備えており、このプレート本体２に、紙等を押圧するた
めの、任意の形状の貫通孔が形成されており、図２に示すテンプレート１１では、全体と
して熊の形状になるようにして、熊の頭部分５ａ、耳部分５ｂ、腕部分５ｃ、足部分５ｄ
等を構成する貫通孔５がそれぞれ形成されている。
【００２９】
　そして、前記プレート本体２の周縁部４を各種の波形に加工しており、即ち、前述の実
施例と同様に、前記プレート本体２の周縁部４の４辺をそれぞれ、なだらかな波形、細か
い波形、鋭角的な波形、及び凹凸状の波形に加工している。
【００３０】
　そのため、この図２に示すテンプレート１１では、プレート本体２の上に厚紙等を重ね
合わせ、この状態で、先端を丸めた金属等の固めの芯を有するエンボス加工用ペンを用い
て、このペンの芯の先端によって、前記厚紙の上から、前記貫通孔５の内周側をなぞって
いくことで、厚紙の裏面に、プレート本体２に貫通孔５によって形成した熊の形状とほぼ
同様のエンボス加工を施すことができ、また、プレート本体２の上に重ね合わせた厚紙等
の上から周縁部４の波型線のエッジをなぞることで、各種波線状のエンボス加工を施すこ
ともできる。
【００３１】
　なお、図２に示すテンプレート１１は、特にエンボス加工用として、貫通孔５の全体で
熊のデザインになるように形成したものであり、その他の点は図１に示すテンプレートと
同様である。従って、図１の場合と同様に、プレート本体２の周縁部に描いた波形は、必
ずしも前述の波形には限定されず、その他の波形としてもよい。また、貫通孔の形状も特
に限定されるものではない。
【００３２】
　このように、本考案のテンプレートでは、プレート本体の周縁部を波型に形成している
ために、この周縁部を用いることにより、各種波形のデザインをカード等に施すことが可
能となり、従って、本考案のテンプレートを用いることにより、波形等を描くための専用
の定規を用意することなく、１枚のテンプレートのみで、貫通孔と同等の各種のデザイン
の他、波型状の線等をも描画、あるいはエンボス加工することが可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００３３】
　本考案のテンプレートでは、プレート本体の周縁部を各種波形の加工し、これにより、
周縁部を用いることで波線のデザインを描くことを可能にしているために、デザイン等を
描画、あるいはエンボス加工するためのテンプレートの全般に適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本考案のテンプレートの実施例を示す正面図である。
【図２】本考案のテンプレートの実施例の他の構成を示す正面図である。
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【図３】従来のテンプレートを説明するための図である。
【図４】従来のテンプレートを説明するための図である。
【符号の説明】
【００３５】
　　　　１、１１　　テンプレート
　　　　２　　プレート本体
　　　　３、５　　貫通孔
　　　　４　　プレート本体の周縁部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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